
取扱説明書

教育用ハードル

保管上のご注意

この度は本製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
本取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
間違った取り扱いや不適切な取り扱いは、重大な事故につながる恐れがあります。
お読みになった本取扱説明書は、管理責任者が必ず保管してください。

○各部名称 ○使用できる高さ

使用上のご注意
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お気付きの点並びにご不明な点は、購入先または弊社へお問い合わせください。

○お問い合わせ先
東京　TEL. 03-3649-6236　　FAX. 03-5683-5946　　大阪　TEL. 06-6762-2431　　FAX. 06-6762-2425
e-mail: a-f@evernew.co.jp　

※無断転載禁止
※本書のイラストや図は、実際の商品と異なる場合があります。
※製品の改良等によって、本書の内容に一部、製品と合致しない箇所が生じる場合があります。あらかじめご了承ください。

発売元：

○本製品は授業などでの使用を目的とした教育用ハードルです。1型タイプは小学生、2

型タイプは中学生、3型タイプは高校生・一般向けとして作られております。本来の目

的以外には絶対に使用しないでください。

○使用する前には充分な準備運動を行い、先生・指導者の適切な指導のもとでご使用く

ださい。

○バーの高さ調節の際は、以下のことに気を付けて手や指を挟んでけがをしないように

注意してください。

〇バーを一気に引き上げたり、押し下げたりせずゆっくり行ってください。

〇上部支柱やバーの取り付け部をもって高さ調節は行わないでください。

〇バーの高さが左右均等になるようにしてください。

○図１のようなストレッチやトレーニングの補助に使用しないでください。

○本体を、足で踏みつけたり、倒したときにバーが折れたり、ヒビが入ることがありま

す。その際は、直ちに新しいバーと交換してください。

○ナイフや尖ったものに接触させないでください。損傷等の原因になります。

○有機溶剤や機械油等の油分が付着した場合はすぐに拭き取ってください。

○熱源や車の中、火気の近くでの使用・放置はおやめください。変色・変形・劣化・破

損や火災等の原因になります。

○揮発性溶剤（ベンジン・シンナー・ガソリン等）の使用はおやめください。

○使用前に本製品を点検し、異状があれば直ちに使用を中止し、修理・交換等の適切な

処置を行ってください。

○使用後は汚れ等を取り除いて、雨や直射日光のあたらない屋内に保管してください。

○本製品は使用上の経過で、変色・変質・劣化・破損等することがあります。

○熱源・火気・車の中等、高温になるような場所に保管しないようにしてください。

　変色・変形・劣化・破損や火災等の原因になります。

○本製品を定期的に点検してください。異状があれば、すみやかに修理・交換等の適切

な処置を行ってください。

○標準耐用年数は、バーは１年、高さ調節部は２年、支柱は３年ですが、使用状況・使

用環境で異なります。標準耐用年数は『スポーツ器具の正しい使い方と安全点検の手

引き：(公財)日本体育施設協会』から引用しています。
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〇使用方法
①ベースパイプを外側へゆっくり、カチッと音がするまで開いてください。

②ツマミを引きながら、ご使用になる高さまでバーを持ち上げてください。

③ツマミが図 Aの〈固定している状態〉になっていることを確認してください。

〇収納方法
①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、しっかり固定してください。

②ベースパイプを内側へカチッと音がするまで閉めてください。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

ツマミ

引く

EGA081 ハードル EK-1
EGA082 ハードル EK-2
EGA083 ハードル EK-3
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〇使用方法
①EB、EV シリーズはベースパイプを外側へゆっくり、カチッと音がする

まで開いてください。

②ご使用になる高さに応じて上部支柱と下部支柱の各穴をあわせ、図 B

のように高さ調節ピン（以降ピンと表記）のストレート部を穴に差し

込んでください。

②支柱にあたるまでピンを差し込んた後、ピンを回転させて図 Bのよう

に固定してください。この際、下部支柱にピンの曲がっている部分が

しっかりとはまり込んでいることを確かめてください。

〇収納方法
①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、固定し

てください。

②EB、EV シリーズはベースパイプを内側へカチッと音がするまで閉めて

ください。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

〇使用方法
①EDシリーズはベースパイプを外側へゆっくり、カチッと音がするま

で開いてください。

②高さ調節ツマミをゆるめ、ご使用にする高さにあわせたら、図 Cの

ように切欠き部に高さ調節ツマミを回し、しっかりと締め付けてく

ださい。

〇収納方法

①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、高さ

調節ツマミを締め付けしっかり固定してください。

②ED シリーズは、ベースパイプを内側へカチッと音がするまで閉めて

ください。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

〇使用方法
①ELシリーズはベースパイプを下側へ止まるまで下げてください。

②図 Dのようにクロスパイプに足をかけ、ご使用になる高さにカチッ

と音がするまでバーを両手で左右均等に持ち上げてください。高さ

を低くするときは、バーを真上から両手で左右均等に押し下げてく

ださい。

〇収納方法
①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、固定し

てください。

②EL シリーズはベースパイプを上側へ止まるまで持ち上げてください。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

EGA068 ハードル EA-1　 EGA045 ハードル EU-1
EGA069 ハードル EA-2　 EGA046 ハードル EU-2
EGA070 ハードル EA-3

EGA074 ハードル EC-1
EGA075 ハードル EC-2  

EGA057 ハードル ED-1
EGA058 ハードル ED-2  

EGA104 ハードル ER-1
EGA105 ハードル ER-2  

EGA108 ハードル EL-1
EGA109 ハードル EL-2
EGA093 ハードル EL-3  

EGA086 ハードル EB-1　 EGA048 ハードル EV-1
EGA087 ハードル EB-2　 EGA049 ハードル EV-2

高さ調節ピン

高さ調節ピン

図Ｂ
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〇使用方法
①上部支柱をベースパイプと直角になるまで起こしてください。

②ツマミを引きながら、ご使用になる高さまでバーを持ち上げてくだ

さい。

③ツマミが図Ｆの〈固定している状態〉になっていることを確認して

ください。

〇収納方法
①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、しっ

かり固定してください。

②上部支柱をベースパイプ側へ倒して折りたたんでください。。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

使用上のご注意 使用上のご注意

○バーを強く引っ張ったり、必要以上に曲げたりしないでください。故

障、破損、変形の原因になります。

○使用する前にバー（緩衝部）、パイプキャップ、支柱キャップ等が外

れていないか必ず確認してください。異状が確認された場合は使用を

中止して、修理、交換等の適切な処置を行ってください。

○バーは上部支柱においているだけなので、ハードリングの際、バーに

あたるとバーは外れ易くなっています。

○高さ調節ツマミをゆるめ過ぎますと上部支柱が下部支柱より抜けてし

まいます。再度下部支柱に入れる際、指や手をはさまないよう充分注

意してください。

バー（緩衝部）

パイプキャップ

高さ調節ピン

接続金具

可動部

支柱キャップ
クロスパイプ

○高さ調節ピン取替方法

高さ調節ピンを交換する際は、図Ｆの
ように下部支柱の上端より１つ目の
取付穴に取付けてください。その際、
高さ調節ピンの末端（点線丸部）を
下部支柱内側の溝にはめ込んでくださ
い。
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〈固定した状態〉
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〇使用方法
①上部支柱をベースパイプと直角になるまで起こしてください。

②クロスパイプに足をかけ、上部支柱から出ている高さ調節ピンを押し、

ご使用になる高さ付近でカチッと音がするまで上部支柱を引き上げて

ください。

〇収納方法
①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、固定し

てください。

②上部支柱をベースパイプ側へ倒して折りたたんでください。

③図Ｅのようにクロスパイプを持ち、収納場所へ運んでください

〇使用方法
①ベースパイプを外側へゆっくり、カチッと音がするまで開いてくだ

さい。

②高さ調節ツマミをゆるめ、ご使用にする高さにあわせたら、図Ｇの

ように切欠き部に高さ調節ツマミを回し、しっかりと締め付けてく

ださい。

〇収納方法

①汚れ等を取り除き、ハードルの高さを一番低い位置まで下げ、高さ

調節ツマミを締め付けしっかり固定してください。

②ベースパイプを内側へカチッと音がするまで閉めてください。

③下部支柱を両手で持ち、収納場所へ運んでください。

EGC221 ソフトドリルハードル 1 
EGC225 ソフトドリルハードル 2
EGC226 ソフトドリルハードルゼロ

EGA079 ハードル EVA１
EGA080 ハードル EVA２ 

EGA111 ハードル ES-1
EGA112 ハードル ES-2  

図Ｆ

図Ｅ
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取扱説明書

この度は本製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
本取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
間違った取り扱いや不適切な取り扱いは、重大な事故につながる恐れがあります。
お読みになった本取扱説明書は、管理責任者が必ず保管してください。
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Y63251  ソフトドリルハードル1用L字バー
Y63252 ソフトドリルハードル2用L字バー

○各部名称

バー（緩衝部）

パイプキャップ

高さ調節ピン

上部支柱

可動部

支柱キャップ

上部支柱を抜き取る際また、はめ込む際いずれも高さ調節ピ
ンを押してへこませてから上部支柱を動かしてください。高
さ調節ピンが上部支柱の穴にかかったまま動かすと破損の原
因となります。　　
詳しくは、ソフトドリルハードル本体の取扱説明書をご確認
ください。

使用上のご注意

この度は本製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
本取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
間違った取り扱いや不適切な取り扱いは、重大な事故につながる恐れがあります。
お読みになった本取扱説明書は、管理責任者が必ず保管してください。

EGC230 BIYONバー（2個入）

○各部名称
○組立方法

バー（緩衝部）可動部

支柱キャップ

○下図のバー受けサイズの製品にのみ取付け可能です。ご使用の際はお手持ちの製品を確認し取付けてください。

使用上のご注意

①上図のようにバー受を BIYON バーと取り付け

　キャップで挟みます。

②バー受け、BIYONバー、キャップの穴位置を合わ

　せ十字穴付ボタンボルトと袋ナットで固定します。

　

○お問い合わせ先
東京　TEL. 03-3649-6236　　FAX. 03-5683-5946　　大阪　TEL. 06-6762-2431　　FAX. 06-6762-2425
e-mail: a-f@evernew.co.jp　

※無断転載禁止
※本書のイラストや図は、実際の商品と異なる場合があります。
※製品の改良等によって、本書の内容に一部、製品と合致しない箇所が生じる場合があります。あらかじめご了承ください。

発売元：

バー受け

十字穴付ボタンボルト

取り付けキャップ

袋ナット

BIYONバー

○以下の品名の製品に取付ける事ができます。

　ご使用の際はお手持ちの製品を確認し取付けてください。

・ピン式ハードル　　：ハードル EU、ハードル EA、ハードル EV

・クラッチ式ハードル：ハードル EC、ハードル ED

・スライド式ハードル：ハードル ER、ハードル EL

・プル調節式ハードル：ハードル EK

※高さ調節の仕様については前ページに掲載されている

　ハードル各種品名の取扱説明書をご参照ください。
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